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B CBusiness to Business)中心であった SCMCSupply Chain Management)の領域に e-
BusinessのBto C CBusiness to Consumer)を取り込むことにより， B to B & Cへξ対象領
域を拡張するマネジメント・コンセプトとして， e-SCMを位置づける研究視路を提示している。





このように， B to Bそ前提としていた従来のサプライチェーンに Bto Cを取り込むことは，
顧客(消費者)をサプライチェーンの「潜在的内部者JCこれは，安藤[2Jのいう|潜窓的組織参
加者」に相当する)として認識することを意味する日4Joもちろん，内部者といっても「潜在的」
であるため， B to Bほど強いつながりではなく，緩やかなつながり(Iooselycoupled sys-
tem [16])ではあるが，顧客をサプライチェーンの内部に位置づけるか，外部に位置つoけるかに
よって，顧客とのインタラクティブなコミュニケーションの重要性に対する認識が明らかに異な




































































24 『明大商学論叢J第98巻第2号 (90 ) 
図3において，一体化度指数をU，無関心度指数をUで表せば，顧客はくさびのカタストロフィー
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